
                                

  

 
 

  
 

 
 

  
 

                            

 

今
年
度
も
一
一
月
九
日
と
一
四

日
の
二
日
間
で
諏
訪
六
市
町
村
と
広

域
連
合
に
「
国
保
・
介
護
・
福
祉
医

療
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
、

回
答
と
懇
談
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
に
各
自
治
体
の
議
会
事
務
局

に
立
ち
寄
り
、「
介
護
保
険
の
給
付
縮

小
・
負
担
増
を
中
止
し
、
充
実
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
」
な
ら
び
に
「
次
期
介
護
保
険
制

度
改
正
に
お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅

改
修
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
書
」
を
六
市
町

村
の
一
二
月
議
会
に
間
に
合
う
よ
う

に
提
出
し
ま
し
た
。
二
つ
の
陳
情
書

は
安
倍
自
公
政
権
が
押
し
す
す
め
る

医
療
介
護
改
悪
戦
略
の
内
容
に
つ
い

て
各
自
治
体
が
国
に
対
し
て
反
対
意

見
を
上
げ
る
と
い
う
運
動
で
す
。 

 

一
二
月
本
議
会
前
に
審
議
す
る
各

委
員
会
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
て
一

二
月
八
日
午
前
諏
訪
市
、午
後
原
村
、

一
二
月
一
三
日
茅
野
市
、
一
二
月
一

五
日
下
諏
訪
町
に
村
田
事
務
局
長
が

出
席
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
説
明
を

し
た
四
議
会
で
は
採
択
さ
れ
ま
し
た

が
、
請
願
陳
情
に
通
常
説
明
を
求
め

て
い
な
い
岡
谷
市
・
富
士
見
町
で
は
不

採
択
か
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。 

   
 

 

昨
年
度
に
続
い
て
行
わ
れ
た
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
で
は
一
二
月
二
〇
日
に
岡
谷

市
、
二
一
日
に
茅
野
市
で
懇
談
。
両

市
か
ら
は
懇
談
当
日
に
文
書
回
答
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
四
月
か
ら
始

ま
る
新
総
合
事
業
に
重
点
を
置
い
て

の
懇
談
で
し
た
が
、
市
の
担
当
者
も

詳
細
に
は
把
握
し
て
い
な
い
印
象
で

し
た
。
ま
た
一
月
に
な
っ
て
諏
訪
市

か
ら
文
書
回
答
が
あ
り
三
月
二
四

日
に
懇
談
予
定
で
す
。
他
は
未
定
。 

  
 

 

右
図
は
岡
谷
市
の
新
し
い
総
合
事

業
の
手
続
き
方
法
を
表
し
た
も
の
で

す
が
、
問
題
は
左
吹
き
出
し
の
「
訪

問
介
護
・
通
所
介
護
の
み
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
」
は
介
護
保
険
の
更

新
で
は
な
く
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
右
の
吹
き
出
し
に
は
、
介
護
保

険
更
新
で
き
る
の
は
「
デ
イ
ケ
ア
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
福
祉
用
具
貸
与

が
必
要
な
方
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
諏
訪
広
域
や
岡
谷
市
の
説
明
の

中
で
も
こ
の
よ
う
な
手
続
き
の
話
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
で
は
介

護
保
険
の
更
新
を
受
け
る
権
利
を
奪

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

他
の
自
治
体
で
こ
の
よ
う
な
情
報

が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
い
。 
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市町村 ① ※ ② ※

茅野市 採択 ○ 採択 ○

原村 採択 ○ 採択 ○

下諏訪町 趣旨採択 ○ 趣旨採択 ○

諏訪市 一部採択 ○ 不採択 ×

富士見町 継続審査 △ 継続審査 △

岡谷市 不採択 × 不採択 ×

※　○は国に対して意見書提出


